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Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

令
和
７
年
度 

支
所（
店
）運
営
委
員
会

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

２
月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
11
会

場
で
第
２
回
支
所（
店
）
運
営
委
員
会
を

開
き
、
委
員
３
０
９
人（
出
席
率
78
・

３
％
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

特集1
農
業
収
入
に
つ
い
て

農
業
収
入
の
増
加
、
農
業
が
魅
力
的
で

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
な
る
よ
う
な
指

導
を
お
願
い
し
た
い
。

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

と
し
て
、
農
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
気
象
変
動
や
経
済
情
勢
等
、
常

に
変
貌
し
つ
づ
け
る
生
産
販
売
環
境
に
対

応
し
た
、
や
り
が
い
の
持
て
る
営
農
活
動

を
提
案
し
ま
す
。
地
域
性
を
踏
ま
え
た
地

域
農
業
振
興
戦
略
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
単

位
で
発
案
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
具
体
性
を

持
っ
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
米
の
販
売
先
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
管
内
米
の
主
な
出
荷
先

と
価
格
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

主
な
出
荷
先
は
県
内
外
に
及
び
、
遠

方
で
は
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
を
通
じ
て
北
海
道

の
米
販
売
会
社
等
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

近
隣
で
は
長
野
県
内
の
米
卸
会
社
「
マ
イ

パ
ー
ル
長
野
」
や
「
ベ
イ
ク
ッ
ク
」
等
を

通
じ
て
出
荷
し
て
お
り
、
直
接
販
売
先
と

し
て
管
内
学
校
給
食
、
病
院
、
ほ
っ
と
も
っ

と
等
が
あ
り
ま
す
。
令
和
７
年
産
米
の
販

売
価
格
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
特
Ａ
で
１
俵
あ
た

り
概
算
２
８
，
７
８
０
円
で
す
。

地
域
生
産
力
の
確
保
に
つ
い
て

高
齢
化
に
よ
り
離
農
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
生
産
力
が
低

下
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。高

齢
化
に
よ
る
離
農
者
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
農
地
保
全
や
生
産
量
維
持
の
観
点

か
ら
行
政
と
連
携
し
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
、

特
産
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
や
地
域

農
産
物
の
魅
力
発
信
を
目
的
と
す
る
取
り

組
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
良
質
な
農
産

物
を
つ
く
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ

く
り
に
む
け
、
危
機
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

金
融
窓
口
相
談
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

相
続
セ
ミ
ナ
ー
や
投
資
信
託
講
座
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
身
近
な
窓
口
相
談
機
能
を
さ
ら
に
強
化

し
、
人
材
育
成
を
含
め
金
融
事
業
に
力
を
い

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

各
地
区
開
催
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー
や
投
資

信
託
講
座
に
は
毎
回
30
名
程
の
方
が
参
加

い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
支

所
に
投
資
信
託
を
は
じ
め
と
す
る
資
産
運

用
の
相
談
・
提
案
を
行
う
「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
」
を

配
置
し
て
お
り
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
を

培
う
た
め
、
毎
期
、
数
名
の
金
融
担
当
者

が
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）
資
格
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
態
勢
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
窓
口
相
談
機
能
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

支
所
行
動
計
画
・
協
同
活
動
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
の
支
所
運
営
委
員
会
で
主

要
な
議
題
と
し
て
き
た
「
支
所
行
動
計
画

や
支
所
協
同
活
動
」
は
、
必
要
な
活
動
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

10
月
の
第
１
回
支
所
運
営
委
員
会
の

際
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
、
具
体
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
見
て
取
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
「
各
地
区

支
所
祭
」
を
支
所
協
同
活
動
の
柱
に
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
農

経
済
部
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
お
よ
び
管
内
の
農
産
物
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｓ
ａ

Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
é
（
さ
く
あ
さ
マ
ル
シ
ェ
）
」

と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
軽
井
沢
地
区
で

開
催
し
、
好
評
で
し
た
。
令
和
８
年
度
は

当
呼
称
を
統
一
的
に
掲
げ
た
支
所
祭
・
収

穫
祭
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｓ
ａ
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
é
（
さ

く
あ
さ
マ
ル
シ
ェ
）
」
に
つ
い
て

農
産
物
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

か
、
販
売
を
目
的
に
し
て
い
る
の
か
、
よ

く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
「
農
産
物
の
良

さ
を
地
元
の
方
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
」

と
し
て
い
る
が
、
首
都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
の
で
は
な
い
か
。

両
方
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
管
内

産
主
要
農
産
物
は
市
場
に
お
い
て
の
評
価

も
高
く
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
東
圏

の
消
費
者
５
４
５
名
を
対
象
に
独
自
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
管
内
農

産
物
の
認
知
度
は
10
％
以
下
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
管
内
で
栽
培
、
生
産

さ
れ
た
農
産
物
が
関
東
圏
の
消
費
者
に

「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
」
と
い
う
名
前
で
し
っ

か
り
認
知
さ
れ
る
こ
と
。
合
わ
せ
て
、
佐

久
浅
間
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
的
に
認
知

さ
れ
、
農
家
の
生
産
所
得
に
繋
が
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
管
内
農
産
物
の

良
さ
に
つ
い
て
、
地
元
の
方
に
も
再
認
識

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
首
都
圏
の
消
費
者

に
も
さ
く
あ
さ
マ
ル
シ
ェ
を
通
じ
て
、
佐

久
浅
間
ブ
ラ
ン
ド
を
し
っ
か
り
発
信
す
る

こ
と
で
持
続
的
に
フ
ァ
ン
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

農
業
関
係
事
業

信
用
事
業
関
係

企
画
総
務
関
係

特集2

日
本
茶
で

リ
ラ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

監
修
：
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

滝
井
ひ
か
る　

イ
ラ
ス
ト
・
小
林
裕
美
子

疲
れ
た
脳
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

 

テ
ア
ニ
ン

　

茶
葉
に
多
く
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
の

一
種
で
、
う
ま
味
や
甘
さ
の
主
成
分
。

テ
ア
ニ
ン
摂
取
後
30
〜
40
分
で
脳
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
な
り
、
そ
の
効

果
は
約
２
時
間
持
続
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
の
回
復
に

 

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
や
疲
労
回
復
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
免
疫
力
の
向
上
な

ど
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
染

み
や
し
わ
予
防
、
肌
荒
れ
の
改
善
に
も

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

自
律
神
経
を
調
え
リ
ラ
ッ
ク
ス

 

香
り

緑
茶
、
特
に
新
茶
で
感
じ
ら
れ
る
若
葉

の
香
り
成
分
「
青
葉
ア
ル
コ
ー
ル
」
や
、

緑
茶
を
熟
し
た
と
き
の
香
ば
し
い
香
り

成
分
「
ピ
ロ
ー
ル
」
「
ピ
ラ
ジ
ン
」
が

自
律
神
経
を
調
え
て
く
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

眠
気
を
覚
ま
し
能
率
ア
ッ
プ

 

カ
フ
ェ
イ
ン

　

苦
み
を
も
た
ら
し
、
覚
醒
作
用
が
あ

る
成
分
。
お
茶
は
カ
フ
ェ
イ
ン
と
テ
ア

ニ
ン
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
仕
事
や

作
業
中
に
飲
ん
で
も
眠
気
を
誘
わ
ず
程

よ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
能
率
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果

 

カ
テ
キ
ン

　

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
、
苦
味

や
渋
味
の
主
成
分
。
免
疫
力
向
上
・
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
が
あ
る
「
エ
ピ
ガ
ロ

カ
テ
キ
ン
」
や
、
血
圧
を
下
げ
血
糖
値

を
抑
制
す
る
「
エ
ピ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン
ガ

レ
ー
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

忙しい毎日に、

ほっと一息つける時間はありますか？

日本茶の香りや味わいに癒されながら、

心も体も休まる時間を楽しみましょう。

日
本
茶
の
癒
し
パ
ワ
ー

八十八夜は緑茶の日
二十四節気の「立春」から数えて88日目に
当たる八十八夜が茶摘みの最盛期であること
から、同日に緑茶の日が制定されました。
2026年の場合は5月2日です。この日に
摘んだ新茶を飲むと病気にならず長生きする
といわれています。

■資料：ＪＡ広報通信

新茶シルバー 1 ㎏（167g×6 本）

11,340円（税込）10,500 円（本体価格）

新茶ゴールド 1 ㎏（167g×6 本）

16,200円（税込）15,000 円（本体価格）

新茶グリーン 1 ㎏（167g×6 本）

9,660円（税込）8,944 円（本体価格）

エ ー コ ー プ 新 茶 20262026 ご予約承り中

一番茶の新芽を使用した「旨み、こく、
まろやかさ」が抜群の緑茶です。

お茶のおいしさは、芽の若さが決め手！
一番茶の萌え出たばかりの新芽で作っ
た緑茶です。

おいしさと経済性を考えてブレンドし
ました。新茶の風味はそのままです。

◆ご予約・お問い合わせ　㈱佐久浅間ライフナー  くらしのセンター　TEL 0267 ー 22 ー 9417

エーコープ新茶人気No.1

エーコープ新茶人気No.1
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ブランド力発揮で販売額
１１５億円目指す米穀専門委員会定期総会

野菜専門委員会通常総会

全３議案を承認した総会

役員を紹介する小林委員長 総会に出席した生産者ら

　当ＪＡは３月１１日、佐久平交流センターで第１９回
通常総会を開き女性理事や各班代議員、委任状を含む
５０人が出席しました。令和７年度活動報告や８年度事
業計画、規約の一部改正など３議案を承認しました。今
年度は県女性協議会の統一テーマ『「あい♡」からはじ
まる 元気な地域を みんなの力で』をテーマにフレミズ
活動の支援や食農教育を通じた仲間づくり、女性の組合
員加入運動などに取り組みます。

　当ＪＡ米穀専門委員会は、令和８年度産米の集荷目
標を１２万俵（１俵６０キロ）に決めました。令和８
年度は「消費者に選ばれる特徴ある高品質な米づく
り」を目標に、日本穀物検定協会の食味ランキング
「特Ａ」の獲得や「一番うまい米コンテスト」の継続
など、適正生産を進めながら良食味米の産地として農
家所得の確保に取り組みます。３月１０日、本所で開
いた定期総会には、専門委員やＪＡ関係者ら５３人が
出席。役員改選では専門委員長に佐久市の小林利國さ
んが再任されました。

　当ＪＡ野菜専門委員会は令和８年度の生産販売額目
標を１１５億円に決めました。今年度から国の指定野菜
にブロッコリーが追加され販路拡大が期待されます。
ＪＡのブランド力を一層発展させ計画的な生産、契約
取引の充実から安定した販売を目指します。４月８
日、ベルウィンこもろで開いた総会にはＪＡ関係者ら
５４人が出席。役員改選では専門委員長に小諸市でブ
ロッコリーを栽培する青木達夫さんが選ばれました。

　４月１日、新採用職員６人の入組式を本所で開きま
した。髙栁組合長が一人一人に辞令を交付し「チャレ
ンジ精神を持ちフレッシュな心で、素早くアクション
を起こし組合員や地域住民に貢献し信頼されるＪＡ職
員を目指してほしい」と激励しました。新採用職員を
代表し、佐久岩村田支所の笠原良介さんが「組合員や
地域住民へ真摯に向き合い、仕事に対して向上心を持
ち、早く一人前の仕事ができるようになりたい」と決
意表明しました。

　当ＪＡ果樹専門委員会は４月１５日、ベルウィンこ
もろで通常総会を開きＪＡ関係者ら４９人が出席しま
した。役員改選など３議案を承認し、専門委員長には
佐久市でリンゴを栽培する秋山勝之さんが再任されま
した。安全・安心な果実生産販売や集荷施設の効率的
体制整備に取り組み「継続できる産地づくり」を進
め、果実栽培の活性化を図ることを確認し、今年度の
販売目標額を１０億円に決めました。

　当ＪＡさく水稲育苗センターでは、３月上旬から下
旬にかけて水稲種もみの温湯消毒作業を行いました。
管内の生産者から注文を受けた「コシヒカリ」「つき
あかり」「あきたこまち」などの種もみ約１８トンを
処理しました。温湯消毒は、熱で種子の伝染性病害を
防除する方法で農薬を使った消毒に近い効果が得られ
ます。温度を上げ過ぎると発芽率が低下することがあ
るため徹底した温度管理が必要です。担当者は「育苗
時の病害発生を抑制する環境にやさしい良質な種もみ
を提供したい」と話しました。

新採用職員6人が入組実りある活動を合言葉に

継続できる産地づくり集荷目標１２万俵 水稲種もみ18トンを処理

入組式女性会通常総会

果樹専門委員会通常総会 温湯消毒作業

決意表明する笠原さん

あいさつする秋山委員長

温湯消毒する職員

所得向上を目指す
花き専門委員会総会

　当ＪＡ花き専門委員会は４月６日、本所で総会を開
き部会員やＪＡ関係者など３２人が出席しました。今
年度は新規栽培者の確保や生産量の維持拡大のため講
習会等を開き、特に高温対策として優良品種の試験導
入を積極的に取り入れます。また、所得向上の一環と
して産地フェアや販売促進活動に参加しアピールする
方針です。役員改選では専門委員長に佐久穂町でカー
ネーションを栽培する大矢志明さんが選ばれました。

　家畜の魂を供養し畜産事業の発展と安全を祈願しよう
と当ＪＡと畜産協議会は３月１４日、しらかば西部営農
センターで畜魂祭を開きました。畜産農家や行政、取引
業者、ＪＡ関係者ら４０人が参列しました。神職による
神事が行われ、玉串をささげ家畜の魂を供養しました。
管内では特産ブランド「信州蓼科牛」「信州米豚」や良
質な生乳などを生産。今後も防疫対策を強化し、安全・
安心な畜産物の供給を通じて消費拡大に取り組みます。

４０人が参列した畜魂祭

３２人が出席した総会

家畜の魂を供養
畜魂祭
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ＪＡ女 性 会

精神修養 長生きのために

　毎日、専業農家として
畑で野菜づくりを行い、
直売所へ出荷していま
す。週に１回、１時間の
水泳教室に通い、２０年
以上続けています。ま
た、週に２回は日本舞踊
の稽古に通い、４０年近く続けています。年間４、
５回は舞台にも出演し、主に古典作品を踊っていま
す。さらに、昨年からは月に２回、ピラティスにも
通い始めました。
　これらの習慣を老化防止や認知症予防、そして精
神修養のために、これからもできる限り長く続けて
いきたいと考えています。

　私の毎朝のルーティー
ンは血圧測定から始まり
ます。なぜ血圧測定から
始まるかというと、心当
たりのある先輩方はお気
づきかと思いますが、長
年の不摂生がたたり、高血圧しかも「超」高血圧の
仲間入りになってしまいました。健康だった２０代
３０代を過ぎ、健康を気にする４０代に突入。失わ
れた健康を取り戻すべく１日も欠かさず、減塩、節
酒、減量、血圧測定、適度な運動を続けています。
　数値も変化を見せはじめ体も好調になりました。
さらには早寝早起きになり良い事づくし。私の欠か
せないルーティーンです。

東御市御牧原
依田 彰子さん（74歳）

佐久市下越
鈴木 暢さん（42歳）

「私のルーティーン」
今月のレシピ今月のレシピ

今月の ご飯をおいしく楽しもう

　ご飯を食べると太ってしまうと思われがちです。ご
飯は 60% が水分であるため、食後に満腹感が得られ
やすく「太るのでは」と誤解されていることや、「糖
質制限ブーム」の流れで「ご飯 = 太る」という誤った
イメージが付いていることなどが原因といえます。
　しかしながら、同じ糖質でもご飯に含まれるでんぷ
んは砂糖やブドウ糖とは大違い。砂糖やブドウ糖は胃
で消化されずに小腸で急速に吸収されて血糖値が急上
昇してしまう一方で、でんぷんは消化に時間がかか
り、血糖値の上昇が緩やかです。さらに、ご飯はでん
ぷんだけではなく、タンパク質や脂質、ビタミン、ミ
ネラル、食物繊維などをバランス良く含んでいます。
ご飯が太りやすいというのは誤解です。
　タンパク質やビタミンなどには良いイメージを持っ
ても、でんぷんにはネガティブなイメージを抱く人も
多いのではないでしょうか。しかし、私たちヒトに
とってでんぷんは重要な栄養素です。ヒトは唾液に含
まれるアミラーゼというでんぷん分解酵素の活性が高

いといわれています。馬などの草食動物やライオンな
どの肉食動物にはアミラーゼ活性はありません。ヒト
の中でもでんぷんを多く取る民族である日本人は特に
「アミラーゼ遺伝子」が多いといわれています。アミ
ラーゼ活性が高いということは、それだけ体がでんぷ
んを求めているということ。私たちヒトは長い年月を
かけてでんぷんを主体とする食生活によって命をつな
いできたといえるでしょう。
　世界にはさまざまなお米があり、その多くは調理に
油脂類が使われますが、日本のジャポニカ米は水だけ
で炊飯することが基本です。ご飯を中心とした和食や
おむすびは世界的にも健
康的な食事として注目さ
れています。「太るので
は」という心配は捨て、
安心してお米の魅力やお
いしさを存分にお楽しみ
ください。

ご飯はヘルシーで太りにくい 米・食味鑑定士／お米ライター●柏木智帆

世界的に健康食として
注目されるご飯

ＪＡ佐久浅間女性会令和８年度基本方針
「『あい♡』からはじまる 元気な地域を みんなの力で」
に基づき次世代対策である「フレッシュミズ」活動の支援
と「食農教育を通じた仲間づくり」に取り組んでいきます。

第17 期ＪＡ佐久浅間女性大学
〜フレミズつなぐラボ２０２６〜を開講
　３月３０日に「食の安全安心の講演会」終了後、開講式・
発足式を行いました。会員、子どもたち、フレミズ応援サ
ポータ—１６名が参加し、新たな活動をはじめました。当
日は、「食と農を通じて楽しもう！」「仲間づくり」をテー
マに、おはぎと発酵食の粕汁づくりに挑戦しました。子供
たちと一緒に調理を学び、完成した料理を囲んで楽しく交
流を深めました。
　フレミズつなぐラボは月１回講座を開催し、大豆や旬の
野菜を栽培し、味噌や漬物をつくる予定です。地域の味＝
郷 土 食 を 大
切にし、仲間
をつくりみん
な で 楽 し く
「食」につい
て学んでいき
ます。

おはぎと粕汁づくりに挑戦 ■お問い合わせ・お申し込み　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112   業務携帯 070ー4808ー7931まで

ＪＡ女性会助け合い部会合同研修会
『音楽とともに楽しむ体操』

第１７期ＪＡ女性大学
〜フレミズつなぐラボ〜

●日　時　令和８年５月２６日㈫
　　　　　午前９時３０分〜正午まで
●場　所　ＪＡ本所４階４０１会議室
●内　容　「音楽とともに楽しむ体操」
 　　　　　〜音楽療法でたのしくすっきりと〜

●日　時　令和８年５月２１日㈭
　　　　　午前１０時〜正午まで
●場　所　佐久市臼田　佐久市有機農業研究農場
●内　容  「有機野菜を育てよう①」
　　　　　・サツマイモの苗植え
　　　　　・簡単にできるおやつづくり
　　　　　・ドレッシングづくり
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営
農
経
済
部
営
農
企
画
課

家
庭
菜
園

お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

　

資
材
店
舗
へ

【殺虫剤（普通物）】
店頭価格
100㎖　  985円（税込）
500㎖　4,347円（税込）

Lサイズ
店頭価格　1,200円（税込）

【
特
長
】

●
水
稲
、
野
菜
、
花
き
類
、
樹
木
類
な
ど
幅
広

い
作
物
で
使
用
で
き
ま
す
。

●
チ
ョ
ウ
目
幼
虫
、
カ
メ
ム
シ
目
、
コ
ウ
チ
ュ

ウ
目
な
ど
、
様
々
な
害
虫
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

『トレボン乳剤』Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
特
長
】

●
手
の
平
振
動
軽
減
パ
ッ
ド
で
振
動
工
具
な

ど
の
振
動
を
軽
減
し
ま
す
。

●
甲
側
ナ
ッ
ク
ル
ガ
ー
ド
で
甲
側
か
ら
の
衝

撃
を
ガ
ー
ド
。
Ｓ
Ｂ
Ｒ
ゴ
ム
で
手
を
曲
げ

や
す
く
し
ま
す
。

振動軽減手袋
『ダンシング
　　（断振具）』

品
種

　

長
野
県
で
は
農
業
試
験
場
で
「
在
来

中
納
言
」
か
ら
系
統
淘
汰
し
た
「
中
納

言
」
が
推
奨
品
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
晩
生
品
種
で
あ
る
た

め
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
地
域
ご
と
の
在
来
品
種
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ズ
キ
は
、
豆
類
の

中
で
も
生
育
に
際
し
て
環
境
条
件
か
ら

の
影
響
を
受
け
や
す
い
作
物
で
、
栽
培

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
気
象
条
件
や

栽
培
時
期
に
適
し
た
品
種
タ
イ
プ
と
そ

れ
に
応
じ
た
作
型
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ア
ズ
キ
の
品
種
は
、
温
度
や
光

に
対
す
る
感
受
性
の
違
い
に
よ
り
、
次

の
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
ら
れ
ま
す
。

●
夏
ア
ズ
キ
型
品
種

　

生
育
期
間
中
の
日
平
均
気
温
の
累
積

値
（
積
算
温
度
）
が
一
定
レ
ベ
ル
に
達

す
る
と
開
花
が
始
ま
る
性
質
（
感
温

性
）
を
持
ち
、
沖
縄
を
除
く
全
国
で
栽

培
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
種
で
す
。
本

州
で
は
春
（
４
月
～
５
月
上
旬
）
に
種

を
播
い
て
夏
（
８
月
～
９
月
上
旬
）
に

収
穫
し
ま
す
。
ア
ズ
キ
の
最
大
の
産
地

で
あ
る
北
海
道
の
品
種
も
こ
の
タ
イ
プ

に
属
し
ま
す
が
、
寒
地
の
気
象
条
件
に

合
わ
せ
て
５
月
中
下
旬
に
種
を
播
き
、

９
月
～
10
月
に
収
穫
し
ま
す
。

●
秋
ア
ズ
キ
型
品
種

　

日
長
が
一
定
時
間
以
下
に
な
る
と
開

花
が
始
ま
る
性
質
（
短
日
感
光
性
）
を

持
ち
、
夏
（
６
月
～
７
月
）
に
種
を
播

き
、
秋
（
９
月
下
旬
～
11
月
上
中
旬
）

に
収
穫
す
る
品
種
で
、
主
に
西
日
本

（
近
畿
か
ら
九
州
）
で
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
中
間
型
品
種
（
長
野
県
の
作
型
）
　

　

ア
ズ
キ
型
品
種
と
秋
ア
ズ
キ
型
品
種

の
中
間
の
性
質
を
持
つ
品
種
で
、
初
夏

に
種
を
播
く
の
に
適
し
て
お
り
、
中
部

地
方
の
山
間
部
や
東
北
地
方
を
中
心
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。　

※
秋
ア
ズ
キ
型
品
種
を
夏
ア
ズ
キ
の
作

型
で
栽
培
（
早
播
き
）
し
た
場
合
は
、

短
日
条
件
と
な
る
８
月
下
旬
頃
ま
で

開
花
し
な
い
た
め
、
草
自
体
は
大
き

く
成
長
し
て
も
、
成
熟
が
遅
れ
て
着

莢
不
良
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

畑
の
準
備
・
作
付
間
隔

　

１
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
60
ｇ
、
完
熟

堆
肥
１
㎏
、
化
成
肥
料
20
ｇ
を
基
肥
と

し
て
全
量
施
し
ま
す
。

　
　
　

 　
　

  　
　
　
　

　
　
　

た
だ
し
、
野
菜
栽
培
後
の
圃
場
の
場
合

は
、
窒
素
肥
料
は
施
し
ま
せ
ん
。

 

種
ま
き

　

標
準
的
な
播
種
時
期
は
、
標
高
の
低

い
地
域
で
は
６
月
上
旬
、
高
い
地
域
で

は
６
月
中
旬
頃
で
す
。

　

う
ね
幅
60
㎝
・
株
間
15
～
25
㎝
で
、

１
株
２
～
３
粒
蒔
き
で
３
～
４
㎝
程
度

の
深
さ
に
種
を
播
い
て
い
き
ま
す
。

　

播
種
後
お
よ
そ
10
日
か
ら
２
週
間
程

度
で
地
上
に
芽
が
出
て
き
ま
す
。
10
㎡

当
た
り
60
～
１
１
０
株
を
確
保
し
ま

す
。

●
鉢
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
場
合

予
め
肥
料
を
用
土
に
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ

て
お
き
、
直
径
20
㎝
程
度
の
鉢
で
あ
れ

ば
中
央
１
箇
所
に
２
、
３
粒
、
細
長
い

プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
れ
ば
１
箇
所
２
、
３

粒
ず
つ
３
箇
所
程
度
、
３
～
４
㎝
の
深

さ
に
種
を
播
き
ま
す
。

　

播
種
後
、
乾
き
過
ぎ
な
い
程
度
に
水

を
か
け
ま
す
。
ア
ズ
キ
は
過
湿
を
嫌
う

作
物
な
の
で
、
出
芽
後
も
潅
水
は
乾
き

過
ぎ
な
い
程
度
に
止
め
ま
す
。　

開
花
・
着
莢

　

日
当
た
り
の
い
い
場
所
で
育
て
る

と
、
出
芽
後
約
1.5
カ
月
～
２
カ
月
程
度

で
黄
色
い
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。
花
び

ら
が
枯
れ
落
ち
た
後
、
莢
が
つ
い
て
次

第
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
開
花

後
、
落
花
・
落
莢
せ
ず
結
実
に
ま
で
至

る
花
の
割
合
は
、
品
種
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
が
、
50
％
前
後
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

栽
培
管
理

　

中
耕
・
培
土
は
、
７
月
中
旬
に
１
回

目
を
、
開
花
期
前
の
８
月
所
順
に
２
回

目
を
行
い
ま
す
。

害
虫
防
除

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き
や
す
く
、
こ
れ

が
ウ
イ
ル
ス
を
伝
播
す
る
の
で
、
早
め

に
殺
虫
剤
を
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
。

・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

　

ダ
ン
ト
ツ
粒
剤
の
60
ｇ
／
10
㎡
・
１

回
播
溝
処
理
土
壌
混
和
で
予
防
防
除
で

き
ま
す
。
又
、
発
芽
後
10
日
間
隔
で
ス

ミ
チ
オ
ン
乳
剤 

１
，
０
０
０
倍
、
21
日

前
４
回
以
内
を
散
布
す
る
事
で
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
・
マ
メ
ヒ
メ
サ
ヤ
ム
シ
ガ
・

メ
イ
ガ
類
を
防
除
し
ま
す
。
特
に
６
月

上
旬
と
８
月
下
旬
と
落
花
直
後
は
発
生

状
況
に
注
意
し
ま
す
。

・
カ
メ
ム
シ
類

　

９
月
上
旬
に
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
１
０
０
０

倍
14
日
前
２
回
以
内
等
で
防
除
し
ま

す
。

収
穫

　

10
月
上
旬
頃
～
中
下
旬
頃
に
成
熟
期

を
迎
え
ま
す
。
開
花
後
30
～
40
日
く
ら

い
で
莢
が
緑
色
か
ら
褐
色
に
変
色
し
ま

す
。
莢
が
硬
く
乾
い
た
状
態
に
な
れ
ば

収
穫
で
き
ま
す
が
、
莢
は
同
一
株
内
で

も
一
斉
に
成
熟
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

収
穫
方
法
は
、「
刈
取
り
」、「
抜
取

り
」、「
莢
取
り
」の
３
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
大
部
分
は
「
刈
取
り
」
に
よ
っ

て
い
ま
す(

株
全
体
の
サ
ヤ
が
70
％
ほ

ど
成
熟
し
た
頃
が
よ
い)

。
刈
り
取
っ

た
株
は
大
束
に
結
束
し
て
軒
下
、
納
屋

等
に
収
納
し
、
自
然
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

乾
燥
し
た
ア
ズ
キ
は
、
脱
穀
機
で
脱
粒

し
ま
す
。

　

小
豆
は
開
花
期
間
が
長
く
、
同
じ
株

で
あ
っ
て
も
サ
ヤ
の
成
熟
度
に
ば
ら
つ

き
が
出
ま
す
。
ロ
ス
な
く
収
穫
す
る
に

は
、
サ
ヤ
が
薄
い
茶
色
に
な
っ
て
硬
く

乾
い
た
も
の
か
ら
順
に
、
３
～
４
回
に

分
け
て
熟
し
た
莢
か
ら
逐
次
手
摘
み
で

収
穫
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

乾
燥
さ
せ
た
莢
・
株
は
、
新
聞
紙
や
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
上
に
積
み
重
ね
、
上

か
ら
棒
で
叩
い
て
脱
粒
（
莢
か
ら
豆
粒

を
出
さ
せ
る
こ
と
）
し
ま
す
。
１
つ
の

莢
に
入
っ
て
い
る
豆
粒
の
平
均
的
な
数

は
、
普
通
あ
ず
き
で
７
粒
程
度
、
大
納

言
で
４
粒
程
度
で
す
。

　

脱
粒
作
業
後
、
「
ふ
る
い
」
を
使
っ

て
莢
や
茎
く
ず
と
豆
粒
を
分
け
ま
す
。

そ
の
後
、
虫
食
い
や
腐
っ
て
変
色
し
た

豆
粒
等
を
取
り
除
き
、
新
聞
紙
等
に
広

げ
て
日
陰
で
風
を
あ
て
て
か
ら
紙
袋
等

に
入
れ
、
涼
し
い
所
で
保
管
し
ま
す
。

アズキ
アズキ（小豆）は栽培が難しいイメージがありますが、実は家庭菜園でも
育てやすい野菜です。栽培時期は初夏〜秋で、6〜 7月に種まきし、10
月に収穫します。害虫は、コクゾウムシやアズキノメイガなどがつきやす
く、種まき直後の鳥害にも注意が必要です。

生育初期のアズキ

着莢したアズキ

成熟したアズキの莢と子実

アズキの花

5月4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

播種期 開花期
中耕・培土

中耕・培土

病害虫防除

収獲期

野
菜
の
広
範
囲
な
害
虫
に

　
　
　
　
　
　
　

即
効
的
な
効
果

摩
擦
に
強
い
ハ
ー
ド
＆
タ
フ 

！！
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初
孫
が
生
ま
れ
た
夢
を
み
ま
し

た
。

こ
ん
ぶ
〜
44
（
佐
久
市
）

最
近
、
ペ
ン
習
字
講
座
を
50
の
手

習
い
で
始
め
ま
し
た
。
手
本
が

と
て
も
充
実
し
て
い
て
と
て
も
苦
戦

し
て
い
ま
す
。

Ｎ
・
Ｙ
（
佐
久
市
）

ネ
ギ
苗
を
少
し
植
え
ま
し
た
。
残

り
の
ネ
ギ
苗
を
刻
ん
で
削
り
節

と
醤
油
。
他
の
お
か
ず
が
何
も
要
ら

ず
に
お
代
わ
り
ご
飯
で
す
♪

ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
佐
久
市
）

高
齢
に
な
る
と
病
院
に
行
く
こ
と

が
多
く
な
り
、
で
も
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
い
た
り
し
て
と

て
も
頭
を
使
い
楽
し
い
!!

琉
球
菊
（
御
代
田
町
）

久
し
振
り
に
秋
田
か
ら
帰
省
し
た

妹
と
、
横
浜
か
ら
帰
っ
た
娘
。

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

ネ
ギ
苗
の
植
え
付
け
を
手
伝
っ
て
も

ら
い
大
助
か
り
で
し
た
。
お
昼
は
、

我
が
家
の
庭
で
満
開
の
小
諸
紅
八
重

し
だ
れ
桜
の
下
で
お
花
見
を
し
ま
し

た
。
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

ク
ロ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

植
物
学
の
先
生
が
「
『
雑
草
』
と

い
う
植
物
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
う

は
言
っ
て
も
ネ
。え

り
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

三
人
兄
弟
の
末
っ
子
の
息
子
が
中

学
生
に
な
り
毎
日
自
転
車
で
５

キ
ロ
の
道
を
通
学
し
て
い
ま
す
。
弱

音
も
吐
か
ず
成
長
し
た
姿
を
見
ら
れ

て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
！

は
る
う
ら
ら
（
佐
久
穂
町
）

受
験
生
の
母
と
し
て
過
ご
し
て
き

た
１
年
、
色
々
な
経
験
が
で
き

て
本
当
に
貴
重
な
１
年
で
し
た
。
受

験
は
本
当
に
団
体
戦
。
息
子
た
ち
の

送
迎
を
し
て
く
れ
た
両
親
、
自
由
登

校
に
な
っ
て
か
ら
温
か
い
お
昼
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
母
に
感
謝
で
す
。

全
力
母
さ
ん
（
小
諸
市
）

暖
か
く
、
い
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
や
っ
と
す
ご
し
や
す
く
な

り
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
春
が
来

て
う
れ
し
い
で
す
。ペ

ン
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

温
暖
化
の
影
響
で
、
農
作
物
の
作

付
け
、
収
穫
時
期
、
訳
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
お

り
ま
す
。

ヒ
デ
爺
（
佐
久
市
）

こ
の
時
期
に
な
る
と
畑
の
配
置
を

考
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
去

年
は
こ
こ
に
ト
マ
ト
だ
っ
た
・
・
・

今
年
は
何
に
し
よ
う
・
・
・
な
ん
て

絵
も
描
い
て
き
れ
い
に
決
ま
る
と
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。

エ
リ
（
佐
久
市
）

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
株
を
も
ら

い
ま
し
た
。
花
が
終
わ
っ
た
ら

種
が
こ
ぼ
れ
て
増
え
る
か
ら
、
そ
こ

ら
辺
を
か
き
回
さ
な
い
で
、
周
り
は

草
む
し
り
も
し
な
い
で
ね
。
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
あ
ら
良
い
わ
ね
。
ズ
ボ

ラ
ば
あ
さ
ん
の
私
に
ぴ
っ
た
り
ね
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

４
月
に
入
っ
た
ト
タ
ン
、
季
節
が

急
速
に
進
み
ま
す
。
今
ま
で
保

存
し
て
あ
っ
た
昨
年
の
大
根
は
切
り

干
し
大
根
に
乾
か
そ
う
。
リ
ン
ゴ
は

干
し
リ
ン
ゴ
と
ジ
ャ
ム
に
し
て
、
野

沢
菜
漬
け
は
小
分
け
に
し
て
冷
凍
庫

保
存
に
し
夏
頃
に
少
し
ず
つ
出
し
て

煮
付
け
に
し
ま
す
。
次
は
サ
ン
シ
ョ

ウ
の
若
芽
の
つ
く
だ
煮
づ
く
り
で
す
。

春
先
は
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

玄
米
（
佐
久
市
）

こ
の
４
月
に
孫
が
２
人
小
学
生
に

な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
が

重
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
本
人
た
ち

は
大
丈
夫
と
言
っ
て
嬉
し
そ
う
で
す
。

お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
笑
顔
（
佐
久
市
）

定
年
に
な
っ
て
も
再
雇
用
で
働
い

て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代
、
頭
が
衰
え
な
い
限
り
仕
事
し
て

い
よ
う
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

つ
や
姫
こ
（
佐
久
市
）

タ
ラ
の
芽
が
採
れ
ま
し
た
。
例
年

よ
り
早
い
で
す
。
さ
っ
そ
く
天

ぷ
ら
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
美
味
し

か
っ
た
で
〜
す
。し

ぃ
な
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

今
年
の
春
も
高
校
入
学
、
大
学
入

学
、
新
社
会
人
と
孫
達
の
お
祝

い
が
続
き
祖
母
の
懐
は
細
く
な
る
ば

か
り
で
す
が
嬉
し
さ
は
倍
増
で
す
。

カ
タ
ク
リ
（
立
科
町
）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

Ｋ.ばあば（御代田町）

朝（佐久市）

プルーン（御代田町）
リンゴ（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③「プレゼントクイズ」
     でほしい商品
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

85

こちらの
QRコード
からも応募
できます

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。
◇◆ヨコのカギ◆◇
①端午の節句に風呂の湯へ入れます
②変わると寝つけない人もいます
③岩の多い海岸のこと
⑤現在の元号です
⑥アルファベットの 14 番目
⑧安、実、宝に共通の部首
⑫漢字では羊歯などと書く植物
⑬車のこと。○○ナビ
⑭つくね、ハツ、砂肝といえば
⑮キャッチャーともいいます
⑯ゴルフクラブの種類のひとつ
⑰童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶもの
⑲ウサギのものは長め
◇◆タテのカギ◆◇
①女性同士のきょうだい
④トーシューズをはいて踊ります
⑦風呂場でお湯をためるところ
⑨太古から人間に飼われている動物
⑩表の反対側
⑪端午の節句に○○○餅を食べた
⑬日本三大祭りのひとつ、○○○祭。東京で 5 月

におこなわれます
⑮○○○ベース、アット○○○
⑯釣り人がじっと見るもの
⑰川を渡るためにかけます
⑱そろそろ行かないと !　タイム○○○○だよ
⑳ S が小なら M は
� 5 月 4 日は○○○の日。国民の祝日です

先月号の答えは 

『ハナフブキ』
でした。

応募総数 115 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。 ●締切5月26日㈫（消印有効）

【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

物
の
芽
の
頭
見
え
た
り
棒
立
て
る

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

花
盛
り
な
ず
な
も
根
元
で
競
い
咲
く

ミ
ニ
ト
ル
コ
（
佐
久
市
）

春
先
に
先
祖
敬
う
祭
り
有
り

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

春
風
が
黄
砂
花
粉
を
引
き
連
れ
て

山
ひ
こ
（
佐
久
穂
町
）

辛
夷
咲
く
農
夫
肥
と
鍬
て
き
ぱ
き
と

竹
（
東
御
市
）

待
つ
桜
咲
け
ば
は
か
な
い
惜
春
花赤

い
鳥
（
佐
久
市
）

強
風
の
散
歩
や
足
下
花
筵

花
木
槿
（
佐
久
市
）

家
の
桜
満
開
過
ぎ
て
日
脚
伸
ぶス

ズ
ラ
ン
（
東
御
市
）

乳
母
車
手
を
振
る
坊
や
柿
若
葉

Ｔ
子
（
佐
久
市
）

田
お
こ
し
の
付
い
て
く
る
く
る
鳥
た
ち
が

ひ
で
り
ん
（
小
諸
市
）

桃
色
の
多
様
性
知
る
花
見
か
な

Ｙ
・
Ｍ
（
小
諸
市
）

春
分
や
ま
た
会
え
た
ね
と
従
兄
弟
会

ペ
ー
タ
ー
（
佐
久
穂
町
）

土
掘
る
と
ま
だ
眠
そ
う
な
蛙
出
る

ね
こ
（
佐
久
市
）

水
石
に
何イ
ズ
コ処
に
流
る
花
い
か
だ

綾
（
小
諸
市
）

戦
国
期 

佐
久
に
侵
攻 

武
田
勢

戦
場
と
な
り
て 

小
田
井
田
圃
は

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

い
つ
の
間
に 

茂も

ら

い
来
館
の
丘
は 

花
ざ
か
り

我
が
憂
い
心 

し
ば
し
休
ま
る

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
い
季
節
。

桜
や
梅
は
も
ち
ろ
ん
、
道
端
の

野
草
や
人
の
う
ち
の
庭
に
咲
く
花
、

残
雪
の
山
々
、
鳥
や
蝶
の
舞
う
姿
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
す
べ
て
が
心
を
ワ

ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
春
っ
て

い
い
な
！

し
ら
ね
あ
お
い
（
佐
久
市
）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 3 名の方に
 「望月高原ヨーグルト
（ファミリーセット）」
　を差し上げます。
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監事会　4 月 28 日 / 報告事項

理事会　4 月 28 日開催

⑥令和７年度決算監事監査結果報告書について
⑦内部監査実施状況について
⑧３月末事業実績について
⑨３月末組合員の状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内

■相談日 6月 2日㈫ 南大井店　13日㈯ 佐久うすだ支所
　　　　 23日㈫ 佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士
■お申し込み　支所金融窓口または本所金融部
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610（本所金融部）

■相談日　6月19日㈮ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　6月12日㈮   　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

さくあさマルシェ in ヘルシーテラス
佐久南を開催します
ＪＡ佐久浅間の農産物を集め
た「さくあさマルシェ」を道
の駅ヘルシーテラス佐久南で開催します。
当日は管内予冷庫から直送したブロッコリーをはじ
め、出荷会員の「朝どれ新鮮野菜」が豊富に並ぶほ
か、信州蓼科牛の特売や農協牛乳のプレゼント（数量
限定）など特別企画でお待ちしております。

●開催日：６月１３日㈯・１４日㈰
●時　間：９時〜（商品が終わり次第終了）

■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267ー78ー3383JA共済地域貢献活動

「リンゴセミナー」受講者募集

農業資金の相談はＪＡへ

当JAは地域貢献活動の一環で、毎年管内小学校の新
入学児童に交通安全傘を寄贈しています。今年は28
校に1450本を送りました。
栁澤共済部長（右）が軽井沢東部小学校へ贈呈しまし
た。

甘くてみずみずしく、品種ごとに香りや食感の違いを
楽しめる秋の果物「リンゴ」。
佐久地域は、昼夜の寒暖差が大きいことから、甘さと
酸味のバランスが良い、香り豊かなリンゴが育つ産地
として知られています。
コツを押さえれば、育てやすい果樹です。リンゴ栽培
に少しでも興味があればぜひご参加ください。

「ＪＡアグリマイティ—ローン」のご案内
農業の設備資金や運転資金はもちろん、幅広く利用し
やすくスピーディーな融資が可能です。

ＪＡバンク利子補給後の下限金利　「年0.6％」
さらに保証料助成事業の活用で保証料が全額助成され
ます。
※利子補給と保証料助成には一定の要件があります。 

■詳しくはお近くのＪＡ融資窓口またはライフサポー
トセンターまで

●内　容　栽培の基礎をはじめ、管理方法や実技講習等
●日　程　令和８年６月〜令和９年１月頃
　　　　　（５回程度・土曜日開催）
●募集人数　２０名
●申込方法　５月２５日㈪までに電話またはＥメールで
　　　　　お申し込みください。

■お問い合わせ　果樹振興センター（担当：柳澤）
　　　　　　　　TEL 0267 ー 68 ー 1115
　　　　　　　　Ｅメール　agr-snkc8@sas.nn-ja.or.jp

JA農機＆資材フェスタ 2026 開催
のお知らせ
会場までバスを運行いたしますのでご利用ください。
みなさまのお申し込みをお待ちしております。
●日　　時　７月１７日㈮・１８日㈯
●場　　所　オリンピック記念アリーナ
　　　　　　エムウェーブ（長野市）
●募集人数　１７日１６０名　１８日８０名
●申込開始　５月１８日㈪
●お申し込み　お近くの各農機センター
※予定人数に達し次第、募集を締め切らせていただきま
　すのでご了承ください。

■お問い合わせ　㈱オートパル佐久浅間 
　　　　　　　　お近くの各農機センター

2027年度に採用する正規職員の募集を次により行います。

●応募資格
　学校教育法による短期大学以上の学校、またはこれ

に準ずる教育機関の在学者であって2027年3月卒

業見込みの者および上記教育機関の卒業者。ただ

し、2027年4月1日現在25歳以下の方。

●採用人数　15名

●試験日　随時

●試験の内容
　【一次試験】①能力検査 ②適性検査 ③小論文 

　※一次試験の合格者が後日、二次試験（面接）を
　　行います。

●試験場所
　ＪＡ佐久浅間本所4階（佐久市猿久保882）

●応募手続き（願書の受付）
　随時

●提出書類
　エントリーシート兼履歴書 

 【提出先】企画総務部人事教育課

　※持参または郵送

■お問い合わせ　企画総務部人事教育課
　　　　　　　　TEL 0267ー68ー1113

2027年度新採用職員を募集します

クールビズ取り組みのお知らせ
当ＪＡでは、５月から１０月末までクールビズに取り
組みます。実施期間中は店舗・事務所内を弱冷房と
し、軽装での営業とさせていただきます。ご理解とご
協力をお願いいたします。

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③３月内部監査実施状況報告について

決議事項
第１号議案　令和７年度事業報告、貸借対照表、損益計

算書、剰余金処分案、注記表および貸借対
照表等の付属明細書の承認について

第２号議案　令和７年度部門別損益計算書の承認について
第３号議案　第２７回通常総代会開催通知について
第４号議案　第２７回通常総代会議決権行使書面および

総代会参考書類の承認について
第５号議案　令和８年度自己資本造成計画の策定について
第６号議案　令和８年度内部統制基本方針について
第７号議案　組合と理事との契約の承認について
主な報告事項
①３月末部門別損益計算書について
②令和８年２月末損益分岐点分析について
③ＪＡバンク基本方針の変更について
④ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針について
⑤有価証券の購入について
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■お問い合わせは、お近くのＪＡ営農センターまで
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

東京都出身の石田慎二さんは水稲を中心にカボチャや大豆などの
栽培に取り組んでいます。
大学生時代に学んだ環境論に興味をもち、将来は農業をやりたい
と考えていました。農業系の出版会社勤務を経て里親研修の受け
入れ先の佐久市に移住。２年間の研修後に独立して就農しまし
た。『基本技術を高めること無くして農業の発展無し』をモッ
トーに水稲育苗に力を入れ、どんな天候でもガッチリした苗をつ
くるため、特に水の管理に注意しています。
石田さんは「はやりの技術に浮かされることなく、基本技術を追
求していきたい。綺麗な農風景を維持するために人を育て、設備
を充実させ、より良い環境を整えていきたい」と話しています。

佐久市田口　石田 慎二さん（44）
綺麗な農風景を維持していきたい


